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よんともケストー覧（2009年第１回～第64回）

ｌ野崎歓さん

２川上弘美さん

３岸本佐知子さん

４榎本俊二さん

う本谷有希子さん

６〔特別編：柴田元幸さん＋若

島正さん〕

７宮沢章夫さん

８前田司郎さん

，〔特別編：大森望さん＋岸本

佐知子さん〕

１０石川直樹さん

lｌ鴻巣友季子さん

１２〔特別編：群像社、水声社、

未知谷〕

ｌ３片岡義男さん

１４小池昌代さん

lう青柳いづ象こさん

ｌ６古屋美登里さん

１７影山徹さん

１８〔特別編：いしいしんじさ

ん〕

１９坂川栄治さん

2O藤田新策さん

２１滝本誠さん

２２風間賢二さん

２３高山宏さん

２４〔特別編：作品社、水声社、

国書刊行会、白水社、早川

書房、河出書房新社〕

２う安藤礼二さん

２６佐々木中さん

２７海猫沢めろんさん

２８山内マリコさん

２９山崎まどかさん

３０〔特別編：河出書房新社、国

書刊行会､白水社､早川書房、

作品社、群像社〕

3ｌ伊藤聡さん

※本来は山崎さん→松田さん

→伊藤さん、の順でご紹介。

３２松田青子さん

３３野谷文昭さん

3４阿部賢一さん

3う小沼純一さん

３６〔特別編：国書刊行会、白水

社、早川書房、群像社、作

品社、松績社、河出書房新

社〕

３７中島京子さん

３８星野智幸さん

３９西崎憲さん

４０〔特別編：天野健太郎さん、

飯塚容さん、吉川凪さん、

三浦順子さん〕

４１米光一成さん

４２〔特別編：河出書房新社、群

像社、国書刊行会、作品社、

松頼社、白水社、早川書房、

藤原編集室〕

４３金原瑞人さん

４４酒寄進一さん

4ラ橋爪功さん

４６石倉三郎さん

４７〔特別編：国書刊行会、白水

社、早川書房、群像社、作

品社､松顎社､河出書房新社、

藤原編集室〕

４８中川五郎さん

４９今福龍太さん

う０〔特別編：藤原義也さん（藤

原編集室）＋西崎憲さん〕

５l茅野裕城子さん

う２〔特別編：国書刊行会、白水

社､河出書房新社､早川書房、

藤原編集室､未知谷､水声社、

東京創元社〕

弱都築響一さん

う４朝吹真理子さん

うう鈴木杏さん

％ｹﾗﾘｰﾉ・サンドロヴィ

ッチさん

５７〔特別編：新潮社、クオン、

藤原編集室、集英社、国書

刊行会、白水社、河出書房

新社、早川書房〕

う８小橋めぐゑさん

刃福岡伸一さん

６０柴田元幸さん

６１〔特別編：野谷文昭さん、斎

藤文子さん、柳原孝敦さん、

久野量一さん〕

６２木原善彦さん

６３〔特別編：新潮社、クオン、

水声社､藤原編集室､集英社、

国書刊行会、白水社、河出

書房新社、早川書房〕

“柴崎友香さん
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河出書房新社

河出書房新社

幽今年のイチオシ

ジョージ・ソーンダーズ『十二月の十日』（岸本佐知子訳）

中世テーマパークで働く若者、賞金で奇妙な庭の装飾を買う父親、薬物実験

のモルモット……ダメ人間たちの何気ない日常を笑いとＳＦ的想像力で描く最

重要アメリカ作家のベストセラー短篇集。

ガブリエル・ガルシアーマルケス『純真なエレンデイラと邪悪な祖母の信じ

がたくも痛ましい物語ガルシアーマルケス中短篇傑作選』（野谷文昭訳）

１４歳の少女の途方もない受難を神話的レベルにまで昇華させた表題作のほ

か、「大佐に手紙は来ない」「この世で一番美しい水死者」など１０篇を精選。

世界文学の最高峰を瑞々しい新訳で。

『完全版韓国・フェミニズム・日本』（斎藤真理子＝責任編集）

創刊以来86年ぶりに３刷となった「文蕊」２０１９年秋季号特集「韓国・フェ

ミニズム・日本」が、大増補のうえ遂に単行本化！日韓の書き手が描き出す

韓国文学とフェミニズムのいま。

密来年の隠し球（タイトルはすべて仮題）

『文塾2020年春季号』（１月７日発売）

【特集中国・ＳＦ・革命】ケン・リュウ、閤連科、佐藤究、王谷晶、上田岳弘、

イーユン．リー他〈対談＞閤連科×平野啓一郎<エッセイ＞藤井太洋､黒色中国、

立原透耶

【創作】最果タヒ「猫はちゃんと透き通る」／山下紘加「クロス」などなど

【特別対談】エトガル・ケレット×西加奈子ほか

アーシュラ．Ｋ・ルーグウィン『暇なんかないわ大切なことを考えるのに

忙しくてルーグウィンのエッセイ」（谷垣暁美訳）

８０歳を過ぎて思うこと、ＳＦやファンタジー、世の中のおかしなこと、生の

う



河出書房新社

喜びから愛猫パードまで、２０１８年に亡くなった著者の自由闇達な思考の数々 。

2010年代にブログに綴ったエッセイを精選。

デイヴィッド・フォスター・ウォレス『フェデラーの一瞬』（阿部重夫訳）

宿敵ナダルとの伝説的な死闘を分析しつつ、テニスの本質を体現するフェデ

ラーの魅力を精級に綴った名エッセイのほか５篇を収録。大傑作『無限の道化』

著者による極私的テニスエッセイ集。

ユーディット・シャランスキー『失われたいくつかの物の目録』(細井直子訳）

解体された東ドイツの宮殿、絶滅種のトラ、太平洋に沈んだ島、年老いたグ

レタ・ガルポ……。失われた自然や芸術作品が雄弁に語り始める。各章１６ペ

ージのテキストとダークな線画で構成。

ティムール・ヴェルメシュ『空腹の人々と満腹の人々』（上下）（森内薫訳）

『帰ってきたヒトラー』の著者ヴェルメシュがついに第２作を発表１世界

に共通する現代ドイツの格差や移民や難民の問題を過激なジョークとユーモア

で辛錬に風刺した小説。不道徳、リアル、滑稽、悲劇……前作を超える破壊力

満天のパワーが期待できる大作。11朝笑と自潮を武器にヴェルメシュが帰ってき

た。

閣連科『日煩』（泉京鹿訳）

ある日突然太陽が死に絶え、夢遊病に取り葱かれた人々が街にあふれだす。

欲望をさらけだし、盗み、奪い、殴りあい、殺人を犯す。生も死も管理される

現代中国の心を描く別次元の傑作。

イーユン・リー『理由のない場所』（篠森ゆりこ訳）

自殺して間もない１６歳の少年とその母親が生と死の境界を越えて会話をし、

それを母親が書くという他に類をゑない設定の小説。生前の普段通りと思われ

るやりとりは、かえってその悲しふが強調され、読むものの心を打つ。

６



河出書房新社

チョン・イヒョン『優しい暴力の時代』（斎藤真理子訳）

優しい暴力が、世界に満ちる－．ハン・ガン世代の無類のストーリテラー

による、無名の人々の静かな心を丁寧に描いた珠玉の短編集。

ウィリアム・フォークナー『土にまみれた旗』（諏訪部浩一訳）

２０世紀世界文学における最大級の物語「ヨクナパトーファ・サーガ」幻の

第１作がついに初邦訳。苛烈なる生と極限の滅びを描くアメリカ南部の物語、

すべてはここからはじまった。

クラリッセ・リスペクトール『星の時間』（福嶋伸洋訳）

世界はひとつのYbsから始まった－リオのスラムに暮らす１９歳のマカベ

ーアがみた一瞬の光。ブラジルの伝説的女性作家による代表作にして遺作。生

誕100年記念出版。

サンティアゴ．Ｈ・アミゴレーナ『心の中のゲットー』（斎藤可津子訳）

第二次大戦時、アルゼンチンに亡命したユダヤ人の主人公のもとに、故郷ワ

ルシャワの母親がホロコーストに送られたとの報が届く。罪悪感と無力感、母

子の関係の中で浮き彫りになる戦争の悲劇。

フィリップ・フォレスト『洪水』（津田直・小黒尚文訳）

未曾有の洪水に覆われたパリを舞台に、挫折した女性ピアニスト、彼女と恋

に落ちる作家、行方知れずの猫、母親の臨終など、３．１１に着想を得た喪失を

めぐる傑作長篇。

ショーン・タン『内なる町から来た話』（岸本佐知子訳）

どこでもないどこか、日常を超えた新しくも‘懐かしい魅惑の世界を描き続け

るショーン・タン、待望の新作。１２月２１日から宮城・石ノ森寓画館で巡回展

開催中！

７



河出書房新社

イ・ラン『手違いゾンビ』（斎藤真理子訳）

ミュージシャン、エッセイスト、コミック作家などマルチに活躍する韓国の

天才、イ・ランによる１２の物語。新時代の自由を生きるための、初の小説集！

エドゥアルド・ヴェルキン「サハリン島』（北川和美ほか訳）

北朝鮮による米軍基地攻撃から核戦争が勃発。先進国で唯一残った日本は再

び鎖国をはじめる。人肉食、中国人・韓国人差別が横行するサハリン島に女子

大生が潜入する近未来ディストピア小説。

ジェニー・ザン『ひねくれた心』（小浮身和子訳）

上海からＮＹに移住し極貧家庭で育つ少女が、上昇志向の親の抑圧を受けな

がらも成長する様をダークかつコミカルに描く、レナ・ダナムのレーベルから

デビューしたアジア系アメリカ女性作家の７つの物語。

フェルナンド・アランブル『祖国パトリア』（上下）（木村裕美訳）

本国スペインで100万部突破、海外版権２７か国に売れ、ＨＢＯテレビシリ

ーズ決定。バスク動乱の歳月を傭職した大きなテーマの小説。祖国とは？愛

国心とは？

アンナ・ツィマ『シブヤで目を醒まして』（阿部賢一・須藤輝彦訳）

プラハで日本文学を学ぶヤナは、消えた謎の日本人作家を追ううち自身の奇

妙な「分身」に気付き－チェコの超新星による、恋と幻想とミステリーに満

ちた新世代・ジャパネスク小説！

アンドリュス・キヴィラーク『蛇の言葉を話した男』（関口涼子訳）

エストニア史上最大のベストセラー。フランスでは口コミで話題となり成

功したエピック・ファンタジー。「この本はどんな本かって？トールキン、

ベケット、トウェイン、そして宮崎駿が世界の終わりに一緒に酒を呑みながら、

この世の最後の焚火を囲んで語ってる、そんな話さ」

８



河出書房新社

チャールズ．Ｍ・シュルツ『ピーナッツ全集』全２５巻（谷川俊太郎訳）

１９５０年から半世紀にわたって連載された『ピーナッツ』全作品を初出順に

収録。既訳は全面的に見直し、新訳・単行本未収録作品も多数。チャーリー．

ブラウンたちが大活躍する決定版。

９



クオン

クオン

歯今年のイチオシ

【CUON韓国文学の名作】００１

崖仁勲（チェイヌン）『広場』（吉川凪訳）

今年立ち上げた「CUON韓国文学の名作」シリーズのコンセプトは“その

時代の社会の姿や人間の根源的な欲望、絶望、希望を描いた２０世紀の名作を

紹介する”ですが､まさにその通りの作品がこの『広場』（1960年発表）です。

過去に２度翻訳されており、今回約40年ぶりに新訳で刊行しました。物語の

舞台は南北に分断された朝鮮半島ですが、その狭間で葛藤し続ける主人公は

様々な｢分断状態」に置かれている人々の姿に重なるところがあると思います。

【韓国文学ショートショートシリーズきむふなセレクション】０６～０７

翻訳家きむふなが今お薦めしたい作家の短編を日本語と韓国語で紹介する
せんりょう

s/リーズです。今年は､チョン･ヨンジュン『宣陵散策』(藤田麗子訳）と､ペク・

スリン『静かな事件』(李聖和訳)の２作を刊行しました。『宣陵散策』は他者と、

『静かな事件』は自分の過去と向かい合う様がそれぞれ描かれた短編で、心の

中にそっと問いかけられたような読後感があります。

朴景利『完全版土地』０９，１０，１１巻

韓国現代文学史上の最高の大河小説、全五部・２０巻の全訳プロジェクトが

進行中です。今年は第三部の０９巻（吉原育子訳)､１０巻（吉川凪訳)､１１巻（清

水知佐子訳）を刊行しました。第三部で描かれているのはアジア各国で独立運

動の動きが高まり、また「新女性」など新しい価値観が登場した時代です。激

動の時代、登場人物たちの運命も絡み合って物語が進んでいきます。

歯来年の隠し球（タイトルや刊行時期は変更となる可能性があります）

【新しい韓国の文学シリーズ】
フクサン

２０金薫『黒山』（戸田郁子訳）（２月刊行予定）

確固たる身分制度があった朝鮮王朝時代に､人類平等を説く天主教（ローマ．

Ｉ○



ク オ ン

カトリック）を信奉した人々と、信徒たちに対する朝廷からの激しい迫害を、

重厚な筆致で描いた作品です。シリーズ初の歴史小説ですが、何かを命がけで

信じること、身分の違いを越えて相手を尊重することなど、現代の人にも共感

をもって読んでもらえる作品だと思います。

２１申京淑『申京淑短編集』（きむふな訳）（１０月刊行予定）

同時代の女性作家の作品が次々と翻訳出版されていますが、その先輩格にあ

たる申京淑さんの作品をもっと紹介したいと企画を温めていました。『山のあ

る家井戸のある家東京ソウル往復書簡』（津島佑子・申京淑著）を翻訳した

きむふなさんが申京淑さんの短編の中から選りすぐった日本オリジナルの短

編集です。

【韓国文学ショートショートシリーズきむふなセレクション】０８～１０

(３，７月刊行予定）

韓国現代史の激動の瞬間やその時代を生きる人々の様子を個性的な文章で描

き続けてきたパン・ヒョンソク『サバにて』（きむふな訳）をはじめ、イ・ジ

ャンウク『私たち皆の鄭貴賓』（五十嵐真希)、コン・ソンオク『私の生のアリ

バイ』（カン・バンファ訳）の３作を３月に同時刊行。いずれの作家も小説の

邦訳紹介は初となります。

そして７月には、現在開催中の翻訳コンクール受賞者の訳でユン・イヒョン

『則LＩ（デニー)』と、パク・ボムシン『星771斗吾午智（ウサギと潜水艦)』を

刊行します。

【ＣＵＯＮ韓国文学名作シリーズ】

００２呉圭原『呉圭原詩選集』（吉川凪訳）（２月刊行予定）

茨木のり子さんによる『韓国現代詩選』でも作品が紹介されている詩人呉圭

原は、クオン代表の金承福の恩師でもあります。オリジナルの詩集を「ＣＵＯＮ

韓国文学名作シリーズ」から刊行します。

１１



クオン

００３李清俊『噂の壁』（吉川凪訳）（９月千ﾘ行予定）

『噂の壁』は李清俊の代表作の一つで、1971年に発表された中編小説です。

周囲の圧力によって精神を病んでしまった作家の物語を通して、社会通念の持

つ暴力的な一面について語っています。

Axtインタビュー集『これは私の斧だ』０１，０２（３月、６月刊行予定）

韓国の文芸誌『Axt』の人気連載記事「小説家による小説家のインタビュー」

を単行本化した『これは私の斧だ』の翻訳版です。孔枝泳、キム・ヨンス、チ

ョン・ユジョン、チョン・ミョングァンらのロングインタビューを、その作家

の作品を紹介してきた翻訳家の訳文でお届けします｡さらに日本語版ではキム・

グミ、ピョン・ヘヨン、イ・ギホらのインタビューも収録しました。

『李箱文学賞受賞作家による自伝的エッセイ集（仮題)』（ﾗ月刊行予定）

韓国の文学賞のなかで最も権威ある「李箱文学賞｣。受賞者は受賞のことば

とともに「文学的自叙伝」を発表する習わしになっています。どのようにして

作家になったのか、どのように作品を書いているのか、人生の経験がどのよう

に作品に昇華されているのか－作家自身のことを知ることができると同時

に、人生哲学も感じられるエッセイの数々・自叙伝の発表が始まった1993年

受賞の崖秀哲から２０１９年の受賞者ユン・イヒョンまでの「文学的自叙伝」が

収録されています。

『完全版土地』１２巻、１３巻（６月、１１月刊行予定）

2020年は､第三部の完結（１２巻）を吉川凪さんの訳で､第四部の冒頭（１３巻）

を清水知佐子さんの訳でお届けします。今後は年２巻ペースで進行し、２０巻

目の刊行は2024年の予定です。

【韓国文化シリーズ】

０２『韓国文学１００年史』（１２月刊行予定）

今年９月から始まった「CHEKCCORI大学韓国文学１００年を学ぶ（講師：

きむふな)」を書籍化します。韓国近代文学の始まりから今日まで、約１００年
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クオン

にわたる韓国社会の変化と文学の変遷をたどること力§でき、韓国文学に興味の

ある人にぜひ手に取ってほしい一冊です。
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国書刊行会

国書刊行会

当今年のイチオシ

パオロ・コニェッティ他『どこか、安心できる場所で新しいイタリアの文

学』（関口英子・橋本勝雄・アンドレア・ラオス編）

2020年刊行予定（タイトルはすべて仮題）

Ａ・Ｎ．Ｌ・マンビー「アラバスターの手マンビー古書怪談集』（羽田詩

津子訳）

オノレ・ド・バルザック「サンソン回想録』（安達正勝訳）

<新しいマヤの文学〉全３巻（吉田栄人編訳）

ソル・ケー・モオ『女であるだけで』

ホルヘ・ミゲル・ココム・ペッチ『言葉の守り人』

Ａ・Ｐ・マルティネス・フチン＆Ｉ．Ｅ・カリージョ・カン『夜の舞・解毒草』

ボブ・ワード『ドクター・スペース』（日暮雅通訳）

<シユルレアリスム叢書〉全ラ巻

Ａ・ブルトン他『磁場・処女懐胎』（中田健太郎訳）

Ｐ・スーポー『パリ最後の夜』（谷昌親訳）

<ベル・エポック怪人小説叢書〉全３巻

レオン・サジ『ジゴマ』（安川孝訳）

Ｒ・スヴェストン＆Ｍ・アラン『ファントマと囚われの女』（赤塚敬子訳）

ガストン・ルルー『シェリービビとセシリー』（宮川朗子訳）

<ボウエン・コレクション〉第２期・全３巻（太田良子訳）

『北へ』
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『ホテル』

『友達と親戚』

ベルンハルト・ケラーマン『トンネル』（秦豊吉訳）

国書刊行会

アルベルト・コーエン『おお、あなた方人間、兄弟たちよ』（紋田慶子訳）

チャールズ・フォート『呪われた者の書』（南山宏訳）

Ｅ・Ｔ．Ａ・ホフマン『ホフマン作品集成』（石川道雄訳）

<ウッドハウス新シリーズ〉（森村たまき訳）

ポリス・ヴィアン『全シャンソン集』（浜本正文訳）

Ｒ・Ｌ・スティーヴンソン『爆弾魔』（南篠竹則訳）

<マニュエル伝３〉

「土の人形』（安野玲訳）

『ケネス・モリス作品集』（館野浩美・中野善夫訳）

トマス．Ｍ・ディッシュ『ＳＦの気恥ずかしさ』（姫嶋由布子訳）

『ユーモア・スケッチ大全』全５巻（浅倉久志訳）

ウィリアム・トレヴァー『ラスト・ストーリーズ』（棚木伸明訳）

<トレヴァー・コレクション〉

ウィリアム・トレヴァー『デインマスの子供たち』（宮脇孝雄訳）

巧



国書刊行会

パトリック・マッケイブ『ブツチヤー・ボーイ』（矢口誠訳）

<未来の文学〉

ガードナー・ドゾワ他『海の鎖』（伊藤典夫編訳）

｢ジーン・ウルフ短篇集』（若島正編）

『ジョン･ウォーターズの地獄のアメリカ･ヒッチハイク旅行』(柳下毅一郎訳）

<ドーキー・アーカイヴ〉

ステファン・テメルソン『イワシの缶詰の謎』（大久保譲訳）

アイリス・オーウェンズ「アフター・クロード』（渡辺佐智江訳）

『アルフレッド・ジャリ全集』（大崎明子他訳）
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集英社

集英社

壷今年のイチオシ

ヨアブ・ブルーム『偶然仕掛け人』（高里ひろ訳）

指令に基づき、偶然の出来事が自然に引き起こされるよう暗躍する秘密の存

在一それが「偶然仕掛け人｣。日々淡々と業務をこなしていた新米偶然仕掛

け人ガイのもとに、ある日何とも困惑する指令が届く……。イスラエル発、ラ

イトで不思議な現代ファンタジー。あなたの偶然ホンモノですか？

レイチェル・コン『さようなら、ビタミン』（金子ゆき子訳）

婚約者に去られたルースは、仕事を辞めてアルツハイマー病を患う大学教授

の父親の介護を手伝うことになったのだが……。辛い現実を軽やかなタッチで

描き､全米の話題をさらった日記形式の家族小説。ミランダ･ジュライも絶賛！

ユーディト．Ｗ・タシュラー『国語教師』（浅井晶子訳）

１６年ぶりに再会した、有名作家の男と国語教師の女。元恋人同士のふたり

はかつてのように物語を創作して披露し合う。しかしこの戯れが、過去の忌ま

わしい事件へ繋がっていき……。ドイツ推理作家協会賞受賞の文芸ミステリー。

クリステン・ルーペニアン「キャットパーソン』（鈴木潤訳）

スマホ越しのロマンスに身を焦がす女子大生､理想の伴侶を探し求める王女、

イケメン上司にかみつきたいＯＬ、女性にとっての「いい人」目指して迷路に

はまる男性……現代社会に生きる私たちの小さな「欲望」がたどり着く先のそ

のまた先を、“ぞわぞわ”感たつぶりに描く話題の新人の短篇集。

ホリー．リングランド『赤の大地と失われた花』（三角和代訳）

事故で両親を亡くし心に傷を負った９歳のアリスは、初めて会う祖母が運営

するオーストラリア固有種の花農場に連れていかれる。虐待やＤＶ、過酷な運

命を迎える少女に勇気をくれたのは、独自の花言葉だった……。配信ドラマ化

決定、３０カ国で版権が取得された衝撃の長篇デビュー作。
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集英社

チョン・ソヨン『となりのヨンヒさん』（吉川凪訳）

スジョンの住む部屋の隣には、ガマガエルのような容貌の異星人が住んでい

る。ある日偶然から隣人をお茶に招くことになり……（表題作)。同性愛、フ

ェミニズム、差別と情報統制一マイノリティからのまなざしを受け止めつつ

人々の挫けぬ心を繊細に描く、韓国ＳＦ短篇集全巧編。

壷来年の隠し玉

アフマド･サアダーウィー『バグダードのフランケンシュタイン』（仮題）（柳

谷あゆみ訳）

荒廃する街。爆破テロで亡くなった人々の遺体のパーツを一つの体に継ぎ合

わせた身体は意思を持ち、ゴーレムとして動き出す……。痛烈な社会批判と悲

しゑを描く、アラビアの本屋大賞受賞、ブッカー国際賞最終候補、アーサー．Ｃ・

クラーク賞最終候補となった衝撃作。

クロエ・ベンジャミン『THEIMMORTALIST』（原題）（鈴木潤訳）

もし、幼くして寿命を告げられたら、人はいかに生きるのか？そのことで

運命も変わってしまうのか？－－遊び半分で霊能者に会いに行き、それぞれ自

分の死ぬ日を告げられたマンハッタンのユダヤ人家庭に育つ四人姉弟の、その

後の４０年を描く話題作。

アディーブ･コーラム『DARIUSTHEGREATISNOTOKAY』（原題）（三

辺律子訳）

紅茶と人形遊びが好きなダリウス少年が、祖父の病をきっかけに、初めて自

らのルーツでるイランへ向かうことに。ジェンダーや国籍、心の病など、生き

づらさを抱えた少年の成長物語。ウィリアム。Ｃ・モリス賞など複数の賞を獲

得したＹＡ。

アンヌーマリー・ルウォル『L'ETOILERUSSE』（原題）（河野万里子訳）

ソ連の英雄ガガーリンを巡る連作短編集。ライバルの宇宙飛行士やガガーリ
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集英社

ンに憧れる少女、フランスのジャーナリストなど様々な人物を主人公に据

えて、ヒーローに祭り上げられた男の悲哀と、ソ連の体制と市井の人々を

描く。
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新潮社

新潮社

幽今年のイチオシ

ジュンパ・ラヒリ『わたしのいるところ』（新潮クレスト・プックス）（中島

浩郎訳）

歩道で、仕事場で、トラットリアで、本屋で、美術館で、スーパーで、母の

家で、駅で……。生まれ育ったローマと思しき町に暮らす４５歳の「わたし｣。

親しい道づれのような彼女の孤独とその旅立ちの物語。エッセイ『くつの言葉

で』に続いてラヒリがイタリア語で書きあげた初の長篇。（クレスト冊子Ｐ.’

にロングインタビュー掲載）

ウェイク・ワン『ケミストリー』（新潮クレスト・ブックス）（小竹由美子訳）

中国から血のにじむ思いで移民した両親、その期待に応えられず自分をも

てあます「わたし｣。研究も恋愛も、どうしてうまくいかないの？こじれに

こじれたリケジョの思いが行きつく先は－．ＰＥＮ／ヘミングウェイ賞受賞、

ホワイテイング賞受賞、注目の中国系アメリカ人作家のデビュー作。

ロベルト・ゼーターラー『ある一生』（新潮クレスト・ブックス）（浅井晶子訳）

アルプスの山とともに２０世紀を生きた名もなき男の生涯が、なぜこんなに

も胸に迫るのだろう。従軍と抑留生活を除けば村から出ることもなく、理不尽

ばかりの運命と環境をひとりしずかに生きた男の誰とも比べることのない満ち

足りた人生。オーストリアの心ゆすぶられる物語。

リチャード・パワーズ『オーバーストーリー』（木原善彦訳）

２０１８年の原著刊行以来、アメリカ読書界の話題をさらい、今年度のピュリ

ッツァー賞小説部門を受賞した超大作。１００メートル近い巨木がそびえる、ア

メリカに最後に残った手付かずの森｡この森を開発の手から守る戦いを中心に、

人々と樹木とのさまざまなつながりを、南北戦争から２０世紀末にわたる壮大

なスケールで描く。｢いい物語は人を少し殺す｡人を前とは違ったものに変える」

(本文より）
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新潮社

当来年の隠し球（基本的に仮題）

トマス・ピンチョン『ブリーデイング・エッジ』（佐藤良明、棚木玲子訳）

９．１１の同時多発テロが起きた世界を舞台にした、アメリカ現代文学に君臨

する謎の巨人の、現時点での最新作。佐藤良明氏十棚木玲子氏の最強コンビで

ついに翻訳成る。

ミシェル・フーコー「性の歴史第四巻肉の告白』（'慎改康之訳）

権力、快楽、知の関係が、社会のなかでいかに成立しているか、性の問題を

中心に据え、古代ギリシア、ローマから現代まで、その諸相を論じた『性の歴

史』｡生前に第三巻まで仕上げられ､第四巻の校正中にフーコーは死去｡2018年、

死後34年目にして刊行され､世界中で大きな話題に。2020年待望の邦訳刊行。

2020年

１月

シーグリッド・ヌーネス『友だち』（新潮クレスト・ブックス）（村松潔訳）

初老を迎えた女性作家にとって、誰よりも心を許せる男友だちが自殺した。

彼の恋人でも愛人でもなかったが、心に大きな空洞を抱えた彼女は、男が飼っ

ていた巨大な老犬と暮らすこととなり、死について、犬と人間のかかわりや、

記憶や書くことについての思索を綴ってゆく。２０１８年の全米図書賞受賞作。

２月

ポール・オースター『サンセット・パーク』（柴田元幸訳）

舞台はリーマンショック直後のアメリカ。夜逃げした家屋の残存物撤収を請

け負うマイルズは旧友に誘われ、サンセット・パークにある廃屋に暮らし始め

る。それぞれに痛承を抱えた男女４人の共同生活を通じて、両親との不和を抱

えてきたマイルズは自己を回復してゆく。ブルックリンを舞台にした青春群像

劇。
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新潮社

く新潮クレスト・ブックス〉４月以降順不同

ベルンハルト・シュリンク『オルガ』（ドイツ）（松永美穂訳）

ベルナルド・アチャガ『アコーディオン弾きの息子』（スペイン、バスク語）

（金子奈美訳）

ペーター・テリン『死後』（ベルギー、オランダ語）（長山さき訳）

リュドミラ・ウリツカヤ『緑の天幕』（ウクライナ）（前田和泉訳）

カルミネ・アバーテ『結婚式の宴』（イタリア）（関口英子訳）

イアン・マキューアン『私のようなマシーン』（イギリス）（村松潔訳）

……ほか

<こんな本も〉

カーソン・マッカラーズ『心は孤独な狩人』（村上春樹訳）

アメリカ南部に暮らす人々を描いた女性作家、カーソン・マッカラーズ２３

歳の鮮烈なデビュー作。いつも物静かで優い､聾唖の青年シンガーに、それぞ

れに孤独を抱えた４人の隣人が信頼を寄せ、報われない愛を寄せていく。絶版

になって久しい名作が、村上春樹の新訳でよゑがえる。

クリストファー・イシャウッド『キヤスリーンとフランク』（横山貞子訳）

２０世紀を代表する詩人イシャウッド（1904-1986）が、母キャスリーンの日

記と父フランクの手紙によって、両親の出会いと結婚、戦争、父の戦死、母の

その後の人生を辿った記録文学。哲学者・鶴見俊輔が、あまりの面白さに生涯

３度読承返したと語っていた本書を、ディネセン、オコナーの翻訳で知られる

横山貞子訳で。
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水声社

水声社

2019年

１月

カメル･ダーウド『もうひとつの｢異邦人｣』(叢書エル･アトラス）（鵜戸聡訳）

現代アルジェリアを代表する作家によるゴンクール新人賞受賞作。あまりに

も有名な『異邦人』を下敷きに､ムルソーに殺害された「アラブ人」の兄弟が、

アラブの側からムルソーそしてカミュがアルジェリアにもたらした暴力性につ

いて物語る。（『異邦人』をアラブ側から描きます！）

２月

アブドゥラマン･アリ・ワベリ『トランジット』（フィクションの楽しみ）（林

俊訳）

日夜多くの人が訪れ、出会いと別れを繰り返すシャルル・ド・ゴール空港を

舞台に、トランジットで降り立ったひとびとのモノローグ（うち一人はピン・

ラディン!?）を通して、欧米列強の支配から、部族対立による内戦へと混迷を

深めるジブチ現代史の内実を，「難民たち」「亡命者たち」の声によってあぶり

出します。

イト・ナガ『私は知っている』（中山慎太郎訳）

「ぼくは思い出す、……」の形式を打ち出したジョー・ブレイナードージ

ョルジュ・ペレックの本歌取り１４６９の「私は知っている」ことを積み上げ、

ユーモアと新鮮味の尽きないこの世界を眼差す、異色の詩集です。

４月

フィリップ・ソレルス『本当の小説回想録』（フィクションの楽しみ）（三

ツ堀広一郎訳）

フランスの文壇を疾走しつづけたソレルスの回顧録!？アラゴンも、バタイ

ユも、ラカンも、バルトも顔を覗かせ、６８年の文学と政治の季節を、そして

女性との放蕩を赤裸々に（？）語った、自伝的小説。
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水声社

アナイス・ニン「炎へのはしご』（三宅あつ子訳）

家庭を捨て自責の念にかられるリリアン、その前に現われる生き生きとした

ジューナ、そして破滅的なサビーナ、ヘレン。画家ジェイを間にお互い響き合

い、共感の愛を見出だし自己を探究していく女性たち。アナイス・ニンがヘン

リー・ミラー、その妻らをモデルにモダニズムのパリを舞台に描く愛の遍歴。

レオナルド・パドゥーラ『犬を愛した男』（フィクションのエル・ドラード）

（寺尾隆吉訳）

1977年のハバナ、物書きのイバンは、ボルゾイ犬を連れて散歩する不思議

な男、〈犬を愛した男＞と出会う。次第に親密になっていくなかで、男は彼の

みぞ知るくトロツキー暗殺の真相〉を打ち明けはじめる……世界革命を夢見る

レフ・ダヴィドヴィチ（トロツキー）の亡命、暗殺者ジャック・モルナルに成

り代わるスペイン人民戦線の闘士ラモン・メルカデール、そして舞台はメキシ

コへと至る。イデオロギーの欺瞭とユートピア革命が打ち砕かれる歴史＝物語

を力強い筆致で描く、現代キューバ文学の金字塔。

６月

フェリスベルト・エルナンデス『案内係』（フィクションのエル・ドラード）

（浜田和範訳）

暗闇で目が光る語り手の秘密の遊び、必殺の泣き落としで業績を叩き出す営

業マン、水を張った豪邸に一人すむ老人……ガルシア・マルケスも愛読してや

まなかった、ウルグアイの奇才が放つ謎めいた短篇の数々を日本オリジナル編

纂でお届けします。

パスカル･キニャール『音楽の憎しみ』（パスカル･キニャール･コレクション）

（博多かおる訳）

音楽は心地よく、喜びと活力をもたらすだけはない。時にそれは人に恐怖と

憎悪の念を抱かせことがある－－誕生以来、人類を揺さぶり続けてきた音楽に

対して古今東西の文学を響かせる、文学による思索／詩作。新訳！
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セース・ノーテポーム『サンティアゴへの回り道』（吉用宣二訳）

オランダを代表する現代作家の詩的な旅行記。サンティアゴ・デ・コンポス

テーラへの巡礼の途上で現在と過去を縦横に思索するその筆致と挿入される写

真は、ゼーバルト的な味わいをもたらす。（松永美穂訳『儀式』も出ている作

家です！）

１０月

ヘンリー・ミラー「冷暖房完備の悪夢』（ヘンリー・ミラー・コレクション

１６）（金津智訳）

第二次世界大戦前、1940年から丸一年かけてニューヨークから西海岸まで

アメリカ横断の旅にでたミラー。実利優先社会のアメリカにおいて、真に自然

の営承や、信仰と愛に裏打ちされた文化がないと綴った、先見的な旅行記=文

明批評。本巻にて、ヘンリー・ミラー・コレクションついに完結！

１２月

ギジェルモ･カブレラ・インファンテ『気まぐれニンフ』(フィクションのエル・

ドラード）（山辺弦訳）

魅力あふれる１６歳の少女エステラとの運命的な出会いから愛の逃避行にお

よぶ主人公。ハバナの街を巡るひと夏のアヴァンチュールの終着点とは？永

遠なる《ニンフ》との思い出を言葉遊びに溢れた軽妙酒脱な会話で描き出す、

言葉の曲芸師カブレラ・インファンテの快作。インテリおやじが若者に恋する

キューバ版『ロリータ』。

アランニロブ・グリエ『ある感傷的な小説』（フィクションの楽しみ）（的場

寿光訳）

少女に対する偏愛１強迫的なまでにサディスティックな性癖１１常軌を逸

した過激で暴力的な描写によって、少女たちの監禁や虐待の場面をはじめ、露

骨なまでに作家に取り愚いた妄想を描き出す、遺作となった〈大人のためのフ

ァンタジー〉。
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ジェラール・マセ『つれづれ草』（桑田光平訳）

ジャラール・マセ『帝国の地図一つれづれ草Ⅱ』（千葉文夫訳）

ピエール・ド・マンディアルグが見出し、『最後のエジプト人』（白水社）で

独自の筆致を垣間見せたフランス文学の弧峰が、思考と表現の彫琢をいかにし

て〈簡潔＞に示せるかを試みた、連作エッセイを２冊同時刊行！パスカル・

キニャールが好きな方はぜひ１

2020年

ドストエフスキー『【詳註版】カラマーゾフの兄弟』（杉里直人訳）

見過ごされてきた誤訳の指摘や、読承飛ばしがちな１９世紀ロシアの複雑な

司法・教育制度、ファッション、宗教、文化、自然などの詳細な解説を含む膨

大な訳注を収録した、これまでの邦訳では味わえない新たな『カラマーゾフ』

体験を可能にする決定版。（本文・注、二巻函入の豪華本です！）

キャサリン・バーデキン『釣十字の夜』（日吉信貴訳）

時は西暦26>Ⅸ年。１９)O<年の世界最終戦争で圧勝を収めたナチス・ドイツ

が「神聖ドイツ帝国」を樹立し、同じく戦勝国たる「日本帝国」と世界の覇権

を争う時代、女性は出産だけを担う家畜的存在としてケットーに収容されてい

る。そんななか、従属民族のアルフレッドは帝国開閣の真相を物語る禁書を手

にする……1937年にイギリスで刊行され、ナチス・ドイツのふならず、男性

中心社会を痛烈に批判した、フェミニスト・ディストピア小説。

アルノ・シュミット『レヴイアータン』（アルノ・シュミット・コレクション）

（窪俊一訳）

２０世紀ドイツが生んだ最大の前衛作家の処女短篇集。ボーに学んだ手記形

式の一人称を用いて、過去・現在・未来の世界で孤独に生きる個人の寂塞と絶

望を計算的に描き出す。（プラセンシアに先んじた超絶技巧作家！）

ドン・デリーロ『ホワイト・ノイズ』（都甲幸治訳）

いわずと知れたドン・デリーロの代表作をついに新訳！

２６
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教える大学教授のジャック、いきすぎた健康志向の妻バベットとその家族、事

故によって辺りに広まる致死性の化学物質……死の恐‘柿に侵された日常の有様

を冷静な筆致で描き出した名作。

アレホ･カルペンティエール『時との戦い－カルペンテイエール短編集』(フ

ィクションのエル・ドラード）（寺尾隆吉訳）

『失われた足跡時との戦い』（集英社､1984）の収録作４編（｢聖ヤコブの道」

｢種への旅」「夜の如くに」「選ばれた人々｣）に加え、３編（｢闇夜の祈祷」「逃

亡者たち」「庇護権｣）を収録し､生前､カルペンティエール本人が編纂した「短

編全集』を名翻訳者２名の手で完全再現１長編の承ならず、短編にも発揮さ

れた作家の「時」を巡る手腕は十分な読承応え間違いなしです。

ブアレーム･サンサール『ドイツ人の村一シラー兄弟の日記』（青柳悦子訳）

嫌味なまでに非の打ちどころのない完壁な兄が、突如自殺し、変わり果てた

姿とともに弟に遣されたのは４冊の日記だけだった。そこには、兄の苦悩の

旅が、ナチスに関与したドイツ人の父の物語が、そして風化させることのでき

ない虐殺の歴史が記されていた－アルジェリアとフランス、そしてドイツま

でヨーロッパ全土をつなぐ一本の悲劇とそれに立ち向かい、語り継ぐ兄弟の勇

姿！
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白水社

当今年の（2019年）の自信の１球

ハン・ガン『回復する人間』（斎藤真理子訳）

国際ブッカー賞受賞作家による七つの短篇。大切な人の死、自らを襲う病魔

など、絶望の深淵で立ちすくむ人びと……心を苛むような生きづらさに、光明

を見出せるのか？

2019年

１月

【Ｕプックス海外小説永遠の本棚】

フラン・オプライエン『ドーキー古文書』（大津正佳訳）

アイルランド文学の異才、最後の傑作。海辺で出会った紳士は人類絶滅を計

画していた。死者との対話、自転車人間説、生きていたジョイスなど、奇想と

ほろ苦い笑いに満ちた狂想的喜劇。

２月

チョ・ナムジュほか『ヒョンナムオッパヘーー韓国フェミニズム小説集』（斎

藤真理子訳）

『82年生まれ、キム・ジョン』の著者による表題作ほか、ミステリーやＳＦ

など多彩な形で表現された韓国の若手実力派女性作家７名による短篇集。

３月

【エクス・リブリス】

郡景芳『郡景芳短篇集』（及川茜訳）

ケン・リュウも注目の中国ＳＦ作家、初の短篇小説集。ヒューゴー賞受賞の

表題作ほか、社会格差や高齢化、医療問題など、中国社会のさまざまな問題を

反映した全７篇。
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４月

【エクス・リブリス】

デニス・ジョンソン『海の乙女の惜しみなさ』（藤井光訳）

鬼才が死の直前に脱稿した､『ジーザス･サン』に続く２６年ぶりの第二短篇集。

最後まで持ち前のユーモアを発揮した全５篇を収録、「老い」と「死」の色濃

く漂う遺作。

スチュアート・ダイベック『路地裏の子供たち』（柴田元幸訳）

『シカゴ育ち』『僕はマゼランと旅した』の作家による第一短篇集。少年の日々

を追想する、心に残る１１篇。日本の読者への特別寄稿を付す。

【Ｕブックス海外小説永遠の本棚】

残雪『カッコウが鳴くあの一瞬』（近藤直子訳）

「彼」を探して坊復い歩く女の心象風景を超現実的な手法で描いた表題作ほ

か、夢の不思議さを綴る夜の語り手、残雪の初期短篇を集成。

６月

スティーヴン・ミルハウザー『私たち異者は』（柴田元幸訳）

優秀な短篇に授与される「ストーリー・プライズ」受賞、驚異の世界を級密

に描き、リアルを現出せしめる匠の技巧。表題作や「大気圏外空間からの侵入」

ほか、さらに凄承を増した最新の７篇。

７月

【Ｕブックス海外小説永遠の本棚】

残雪『蒼老たる浮雲』（近藤直子訳）

隣り合わせの家に住む二組の夫婦の奇妙な生活。異様なイメージと出来事が

奔流のように押し寄せる、現代中国文学の最前衛、残雪の衝撃作。表題作の中

篇に初期短篇３作を併録。
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８月

【エクス・リブリス】

ピョン・ヘヨン『モンスーン』（美信子訳）

韓国現代文学の到達点を示す短篇集。李箱文学賞を受賞した「モンスーン」

から最新作まで、都市生活者の日常に潜む謎と不条理、抑圧された生の姿を鋭

く捉えた９篇。

【Ｕブックス海外小説永遠の本棚】

シャーロット・ブロンテ「ヴイレット』（上下）（青山誠子訳）

異国の街で寄宿学校の教師として生き、運命を切り開く孤独な英国人女性の

苦闘と恋の物語。『ジェイン・エア』と並ぶもうひとつの代表作。

１０月
リン・イーハンフアン・スー チー

林突含『房思J其の初恋の楽園』（泉京鹿訳）

房思瑛は高級マンションに住む１３歳の文学好きな美少女。憧れの国語教師

から性的虐待を受ける関係に陥り……台湾で２５万部突破、社会を震憾させ、

台湾社会の闇を挟る衝撃作！

トーマス.Ｃ､フォスター『大学教授のように小説を読む方法』（増補新版）（矢

倉尚子訳）

小説好き必読の一冊！シェイクスピアや聖書の引用、天気や病気の象徴的

使い方、性的比喰、隠された政治的意図……小説の筋だけでなく、一歩踏み込

んで読み解くための２７のヒント。

１２月

バレリア・ルイセリ『俺の歯の話』（松本健二訳）

「世界一の競売人」が教会の資金集めオークションにかけたものとは？現

実とフィクションを融合させ、読者を煙に巻き、思わぬ結末へと導く。世界

１５か国で翻訳、メキシコ出身の新鋭による話題作！
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【Ｕブックス海外小説の誘惑】

サンドラ・シスネロス「サンアントニオの青い月』（くぼたのぞみ訳）

言葉がおどり、魂がかがやく全22篇。希望と挫折が交差するメキシコとの

国境の町で、ひたむきに生きながら、力強く立ち上がる女たちの圧倒的な声の

集積。解説：金原瑞人

世来年の隠し玉（すべて仮題）

１月

【エクス・リブリス・クラシックス】

Ｈ・Ｇ・ウェルズ『ポリー氏の人生』（高儀進訳）

人生の「おぞましい穴ぼこ」に恢まり込んだ男の起死回生の物語。「ＳＦの父」

が自身の青少年時代を投影し､下層中産階級の苦'悩をコミカルかつ哀切に描く。

作家自ら「最愛の作品」と認める自伝的長篇小説。

【Ｕブックス海外小説永遠の本棚】

ナターリヤ・ソコローワ『旅に出るときほほえみを』（草鹿外吉訳）

怪獣は歌う、《人間》のために。合金の骨格に緑色の人工血液、生肉を動力

源とする鉄製の怪獣１７Ｐは、前肢の掌岩機で地中を進承、また拙いながら人

間のことばも話した。金属製の怪獣の歌声が心に響く、現代のおとぎ話。

２月

Ｗ．Ｇ．ゼーバルト『新装版アウステルリッツ』（鈴木仁子訳）

４月

【エクス・リブリス】

テレツィア・モーラ『よそ者たちの愛』（鈴木仁子訳）

ドイツ最高の文学賞、ビューヒナー賞、ブレーメン文学賞受賞作。作家は崩

壊後にハンガリーからドイツに移住し、ドイツ語で執筆を開始したが、「移民

文学」とは一線を画す。大都市の片隅でもがきつつ、不器用に生きる「よそ者

たち」の１１の物語。
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Ｗ．Ｇ．ゼーバルト『新装版移民たち』（鈴木仁子訳）

５月

【エクス・リブリス】

ダヴィド・フェンキノス『シヤルロッテ』（岩坂悦子訳）

アウシュヴィッツ強制収容所で26歳の若さで命を落としたユダヤ人画家シ

ャルロッテ・ザロモン。彼女の知られざる生涯を、散文詩のような一行を積み

重ねて描く。世界22か国で翻訳され､ルノドー賞､｢高校生が選ぶゴンクール賞」

などを受賞した、フランスの人気作家の新たな代表作。

Ｗ．Ｇ．ゼーバルト『新装版目舷まし』（鈴木仁子訳）

６月

スティーヴン・ミルハウザー『夜の声たちvol.'』（柴田元幸訳）

１６の短篇を各８篇に分けて全２巻で刊行。２０１０年代からの新作が中心で、

その充実ぶりと多様性は、６０～７０代と老いてますます冴えわたる。「短篇の

名手」による驚異の世界。

Ｗ．Ｇ．ゼーバルト『新装版土星の環』（鈴木仁子訳）

イーヴリン・ウォー『誉れの剣ｌもののふども』（小山太一訳）

自身の戦争体験をもとに書き上げた集大成的作品《誉れの剣》三部作。名家

出身の中年男ガイ・クラウチバックが「大義」に身を捧げようと陸軍に志願、

第二次世界大戦の戦場に赴くが、そこで旧来の紳士の理想が崩壊していく様を

目撃、幻滅を味わう。「第二次大戦が生んだ最も優れたイギリス小説」と評さ

れる名作、本邦初訳！（続巻『士官と紳士たち』『無条件降伏』）

７月

【Ｕプックス海外小説永遠の本棚】

イタロ・カルヴィーノ『まつぷたつの子爵』［新訳］（村松真理子訳）
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８月

【エクス・リブリス】

ジョゼ.エドゥアルド･アグアルーザ『忘却についての一般原理』(木下員穂訳）

本邦初訳のアンゴラの作家による、詩的でユーモアに満ちた傑作長篇。実在

の女性に着想を得て描かれ、ダイヤモンドを飲みこんだ伝書鳩、行方を絶った

ジャーナリストなど、魅力的かつミステリアスな逸話が散りばめられている。

ポルトガルのフェルナンド・ナモーラ文芸賞、国際IMPＡＣダブリン文芸賞受

賞作。

９月

王徳威／高嘉謙／黄英哲『華語語系文学シリーズ第１巻華と夷の響き』（及

川茜編／漬田麻矢、津守陽ほか訳）

華語語系文学とは、中国語話者が創作する文学を指し、その多様な声の響き

合いを重視した文学概念。近年、台湾その他の華語社会で大きな注目を集めて

いる。第１巻は中国、新彊ウイグル族自治区、台湾、香港、マレーシアなどの

作家の小説から詩歌、散文、ルポルタージュまでを含む、華語語系文学の多元

性を示す20篇を収録。

ガイト・カズダーノフ『クレールとの夕べ／アレクサンドル・ヴォルフの亡

霊』（望月恒子訳）

1930年代にはナポコフに勝るとも劣らない評価を受けていた亡命ロシア人

作家による２篇。１９世紀ロシア文学の伝統にプルースト的な文体を接続して

いるのが魅力で、近年再評価が進んでいる。

１０月

【エクス・リブリス】

アザリーン・ヴァンデフリート・オルーミ『私はゼブラ』（木原善彦訳）

ペン／フォークナー賞受賞作。イラン系･オランダ系アメリカ人作家による、

機知と不条理がはじけ、ユーモアと辛錬さが光る長篇小説。「文学以外のもの

は愛してはならない」と教え込まれた主人公ゼブラの旅路は『ドン・キホーテ』
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を思わせるピカレスク小説。

１２月

【エクス・リブリス】

パク・ソルメ『すでに死んでいる十二人の女たち』（斎藤真理子訳）

著者は１９８５年生まれの韓国女性作家。原発をテーマにした小説を発表する

など、社会問題に鋭くアプローチし、独特の乾いた文体が特徴。デビュー以来

韓国文学の新しい可能性を担う作家として注目を集めている。これまで発表さ

れた全作品の中から精選した８篇を収録した日本語版オリジナル短篇集。

【エクス・リブリス・クラシックス】

アンドレイ・プラトーノフ『幸福なモスクワ』（池田嘉郎訳）

すでに２０世紀ロシア文学の「古典」となっているプラトーノフの代表作の

ひとつ。スターリン体制下での首都モスクワの改造と、共産主義社会がめざす

｢新しい人間」としてのヒロインが、有機的に一体化したものとして描かれる。

スティーヴ・エリクソン「シヤドウバーン』（柴田元幸訳）

２１世紀も四半世紀を過ぎたころ、サウスダコタの不毛地帯に、消滅した「ツ

インタワー」が突如出現する。一方のタワーで目覚めたのは、プレスリーの双

子の兄だった（現実には死産に終わったジェシー・プレスリー)。プレスリー

が生まれなかった、もうひとつの２１世紀を幻視する。

王徳威／高嘉謙／黄英哲／黄錦樹『華語語系文学シリーズ第２巻南洋人民

共和国備忘録』（及川茜編／福家道信ほか訳）

マレーシア華人を代表する作家、黄錦樹の短篇集。著者は1967年にマレー

半島で生まれ、地元の中学・高校を卒業後、台湾に渡った。現在に至るまで故

郷マレーシアの歴史の傷痕、華人社会と文化の苦しみを描く物語を書き続けて

いる。
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白水社

2021年

３月

王徳威／高嘉謙／黄英哲／李永平『華語語系文学シリーズ第３巻朱鶴もの

がたり』（及川茜編訳）

著者の李永平は、1947年英領ボルネオ島サワラク生まれ。高校卒業後に台

湾に移り、台湾大学卒業後に渡米、ニューヨーク州立大学、セントルイス・ワ

シントン大学で比較文学修士号を取得した後、台湾に戻り創作を続けた。本書

は１２歳の少女が台北からボルネオに送りこまれ、冒険の旅を語るファンタジ

ー。李永平は「マレーシア」という国家に帰属することを拒承続け、英領ボル

ネオ島サラワクの植民地の華人だという意識を強く持っていた。その象徴的な

作品。
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早川書房

早川書房

歯今年のイチオシ

レティシア・コロンバニ『三つ編み』（斎藤可津子訳）

大好評７刷１三つ編みのように絡み合う３人の女性の人生。立ちはだか

る困難・差別と闘うことを選んだとき、彼女たちの物語はつながり、希望をつ

むぎだす。小山田浩子氏、小橋めぐみ氏、絶賛！

ニック・ドルナソ『サブリナ』（Bう判変型グラフィックノベル）（藤井光訳）

サブリナが行方不明になって、ひと月が経った。彼女に何が起きたかが判明

したとき、メディアの報道は過熱し、残された人々は想像もしなかった事態に

襲われる。グラフィックノベル初のブッカー賞候補作は、人の心に潜む悪意や

無邪気な不気味さをえぐりだす。

当来年の隠し球メインの２球（書名・刊行月は変更の可能性があります）

ディーリア・オーエンズ『ザリガニの鳴くところ』（友匿純訳）

湿地で発見された青年の死体。殺人を疑われた「湿地の少女」は、果たして

犯人なのか……ノースカロライナのちいさな村で起きた不審死の顛末と、厳し

い自然と人々の偏見の中ひとり生き抜く少女の姿を描く。全米４００万部の大

ヒット作。

マーガレット・アトウッド『THETESTAMENTS』（斎藤英治訳）

ディストピア小説『侍女の物語』の１５年後を描いた続篇。リディア小母が

なぜ「小母」となったのかが明らかに。ブッカー賞受賞作。

２月

ジャニーン・カミンズ『夕陽の道を北へゆけ』（宇佐川晶子訳）

原書刊行前ながら全米で話題沸騰の注目作１アカプルコで書店を営むリデ

ィアの幸せな日々は、カルテルに家族１６人を殺されて崩壊した。彼女は唯一

生き残った息子のルカと二人、アメリカへ向かう過酷な逃避行を始める。明日
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も生き延びることを信じて進承つづける人々を描いたロードノベル。

３月

ディーリア・オーエンズ『ザリガニの鳴くところ』（友麿純訳）

早川書房

４月

セラハッティン・デミルタシュ『セヘル（仮)』（鈴木麻矢訳）

「クルドのマンデラ」と呼ばれるトルコ大統領エルドアンの政敵が獄中で執

筆した短篇集。「名誉の殺人」についての表題作や、トルコ・シリア国境のハ

タイの豊かな食文化とテロを並べて綴った「アレッポ挽歌」など、人々の生活

を容赦なく打ち砕く理不尽、それでも消えない希望を描く。

５月

レティシア・コロンバニ『LesVictorieuses』（斎藤可津子訳）

『三つ編み』著者の新作！パリの「駆け込み寺」を舞台に、貧困や不条理

と闘う女性たちを描く感動作。

エイモア・トールズ『RulesofCivility』（宇佐川晶子訳）

舞台は1937年のニューヨーク。乃歳のケイティは、偶然バーで隣り合った

ハンサムな銀行家との出会いをきっかけに、上流社会への階段を駆け上がる。

『モスクワの伯爵』著者のデビュー作。

チゴズィエ・オビオマ『AnOrchestraofMinoritites』（粟飯原文子訳）

ナイジェリアの貧しい農夫が落ちた運命的な恋の顛末が、彼の守護精霊によ

り語られる。著者は『ぼくらが漁師だったころ』に続き、二作連続でブッカー

賞最終候補となった。

６月以降

デイヴィッド・ミッチェル『ボーン・クロックス』（上下）（北川依子訳）

１５歳のホリーは年上の彼氏と駆け落ちした先で超常現象に遭遇し、大きな
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早川書房

戦いに巻き込まれる。世界幻想文学大賞受賞。

アンナ・シャーマン『BellsofOldTokyo』（吉井智津訳）

かつて東京には時を告げる鐘がいくつもあった。イギリスの作家が東京中の

遺跡をおとずれ、江戸から令和まで積み重なった土地の記憶を掘り起こす。

アン・カトリーネ・ポーマン『アガーテ』（木村由利子訳）

年老いて廃業を考えるようになった精神科医と、女性患者アガーテの友情を

描く。デンマーク発の静誰な物語。

ElifShafﾖknOMinutes38SecondsinthisStrangeWorld』（北田絵里子訳）

トルコ、イスタンブールの路地裏のゴミ箱で、何者かに殺害され、人生の幕

を閉じた娼婦。これは、彼女が死へと向かう過程に起こった、１０分３８秒間の

意識の走馬燈を描く物語。２０１９年ブッカー賞ショートリストノミネート作品。

劉慈欣『三体Ⅱ黒暗森林』（大森望ほか訳）

発売即１０万部となった衝撃作、劉慈欣『三体』待望の第二部が初夏刊行予

定です。人類文明最後の希望となる「面壁者」とはいったい何者なのか？ま

すます加速するエンタテインメントをお見逃しなく！

ヴィルジニー・デパント『VemonSubutexl』（博多かおる訳）

かつてパリにその悪名をとどろかせたレコード屋ヴェルノンは、今や失業し

て路上生活の身。彼がパリ社会の底辺で出会うのは……パリ現代社会の問題点

を鋭く突く。

ロバート・マクファーレン『Underland』（岩崎晋也訳）

古代人が絵を描いた洞窟。大都市の地下迷宮。溶けつつある氷河の洞穴。放

射性廃棄物の墓場……。人間にとって地下とは何なのか。世界各地の地下世界

を探訪し思索するノンフィクション。
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早川書房

コルソン・ホワイトヘッド『TheNickelBoys』（藤井光訳）

1960年代フロリダ。矯正施設に送られた二人の黒人少年は、想像を絶する

虐待を目にする。『地下鉄道』のコルソン・ホワイトヘッドが実在した学校を

モデルに著した最新作。

マーガレット・アトウッド『TheTestaments』（斎藤英治訳）

ロブ・ハート『TheWarehouse』（関美和訳）

欲しいものは何でも揃った通販サイトの倉庫。そこで暮らすのはどんな気分

か？「ビッグブラザー」となったアマゾンを描くディストピア小説。

キャスリーン・デイヴィス「TheSilkRoad』

どこかとても寒い北方の迷宮。ジー・ムーンの指導のもと、ヨガのレッスン

が行われている。誰かが「死体のポーズ」をとったまま目覚めなかったとき、

天文学者、記録官、植物学者、保管者、地政学者、地理学者、雪男、そして料

理人は、それぞれがその迷宮までやってきた道筋を思い出す一生と死、存在

と非在をめぐる思索的な小説。

ジュリア・フィリップス『DisappearingEarth』（井上里訳）

カムチャツカ半島の町に住む、幼い姉妹が誘拐された。少女たちは見つから

ず、犯人の手がかりもない。謎と悲しみとともに残された町の女性たちに寄り

添う文芸作品。各紙誌ベストブック選出のデビュー長篇。

金宇澄『繁花』（浦元里花訳）

６０年代に上海で少年期を過ごした阿宝・混生・小毛の三人は、激動する中

国でのそれぞれの人生、上海の変化を振り返っていく一百人もの市井の人々

の暮らしが題名どおり“咲き乱れる花，'のように描かれる、中国の大ベストセ

ラー。ウォン・カーウァイ映画化。
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早川書房

ジョン・ル・カレ「AgentRunnningintheField』（加賀山卓朗訳）

４７歳、スパイを引退することになっていたナットは、ロシアからの脅威の

高まりを受けて、最後の仕事に従事することになるが……。御年８８歳の巨匠

ジョン・ル・カレの最新作。

Naomilshiglro『EscapeRoutes』

カズオ・イシグロの娘による初短篇集。

SallyRooney『ConversationswithFriends』

９１年生まれながらすでにアイルランドを代表する作家としての地歩を固め

つつある作家のデビュー長篇。第二作NormalPeopleも刊行予定。
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藤原編集室

藤原編集室

世今年のオススメ

Ａ・ブラックウッド他「幽霊島平井呈一怪談翻訳集成』（平井呈一訳）

創元推理文庫

『吸血鬼ドラキュラ』などの名訳・名解説で、多くの怪奇小説ファンを育て

てきた斯界の第一人者、平井呈一（1902-76）の怪奇短篇翻訳を集成。ラヴク

ラフト、ブラックウッドからオスカー・ワイルドまで、全１３篇。付録として、

生田耕作とのゴシック小説対談、伝説の同人誌《ＴＨＥＨＯＲＲＯＲ》への寄稿、

エッセー・書評を多数収録。

ジェイムズ・ブランチ・キャベル『イヴのことを少し』（垂野創一郎訳）国

書刊行会

赤毛の若者ジェラルドが先祖ドム･マニュエルの物語を執筆中、悪霊が現れ、

お前の肉体に乗り移ってお前の現世を引き受けてやろうと言う。申し出を受け

入れたジェラルドは銀の馬に跨り、あらゆる神の終着地アンタンに向かう。人

生に対する深い洞察とユーモアに満ちた大人のためのファンタジィ《マニュエ

ル伝》の一巻。

シャーロット・ブロンテ「ヴイレット』（上下）（青山誠子訳）白水Ｕブ

ックス

ラバスクール王国の首都ヴィレットヘ辿り着いた身寄りのない英国女性ルー

シー・スノウは、女子寄宿学校を経営するマダム・ベックに雇われ、英語教師

としての生活を始める。運命に立ち向かう内気なヒロインの心理的陰影に富ん

だ語りの魅力で『ジェイン・エア』以上の傑作と称される、シャーロット・ブ

ロンテの文学的到達点。
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藤原編集室

幽来年の隠し玉

◆白水社

《エクス・リブリス・クラシックス》

イーヴリン・ウォー『もののふども』（仮）（小山太一訳）

名家出身の中年男ガイ・クラウチバックが第二次世界大戦の勃発に今こそ｢大

義」に身を捧げる時と陸軍に志願入隊、やがて戦場に赴くが……。ウォーが自

身の戦争体験をもとに書き上げた《誉れの剣》三部作の第１巻。「第二次大戦

が生んだ最も優れた英国小説」と評される名作、全３巻刊行開始。本邦初訳。

《白水Ｕブックス／海外小説永遠の本棚》

ナターリヤ・ソコローワ『旅に出る時ほほえみを』（草鹿外吉訳）

合金の骨格に緑色の人工血液、生肉を動力源とする鉄製の怪獣17Ｐは、盤

岩機で地中を進承、拙いながら人間のことばも話した。怪獣創造者の《人間》

は自ら怪獣に乗りこゑ、地下潜行試験を繰り返していた。一方、市内で発生し

たストライキを武力鎮圧した国家総統は独裁体制を推し進めていく。「旅に出

る時ほほえみを……」金属製の怪獣の歌う声が心に響く、現代のおとぎ話。

イタロ・カルヴィーノ『まつぷたつの子爵』（村松真理子訳）

トルコとの戦争へ出かけたメダルド子爵は、敵の砲弾で体をまつぶたつに引

き裂かれ、右半分だけの体で領地に帰ってくるが……。《我々の祖先》三部作

について作者自ら語った序文を併録（本邦初訳)。［翻訳権取得］

◆国害刊行会

Ｒ･オースティン・フリーマン『ソーンダイク博士短篇全集Ｉ歌う骨』（仮）

（測上痩平訳）

当時最新の科学を犯罪捜査に導入、シャーロック・ホームズ最大のライヴァ

ルとして人気を博した名探偵ソーンダイク博士シリーズの中短篇４２作品を全

3巻に集成。初出誌、単行本から挿絵、図版を採録した決定版全集。第１巻は

第一短篇集『ジョン・ソーンダイクの事件記録』と倒叙推理の先駆『歌う骨』

の２冊を収録。
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藤原編集室

『エラリー・クイーン創作の秘密往復書簡1947-1950』（仮）（ジョゼフ・

グッドリッチ編／飯城勇三訳）

本格ミステリの巨匠エラリー・クイーンは、フレデリック・ダネイ、マンフ

レッド・リーという従兄弟同士の合作作家。プロット担当のダネイと小説化担

当のリーは、毎回、手紙と電話で激しい議論を戦わせた。中期の傑作『十日間

の不思議』『九尾の猫』『悪の起源』をめぐって、二つの異なるタイプの才能が

細部の検討を重ね､時に火花を散らして闘う様をまざまざと見せる往復書簡集。

ミステリ創作の内幕を明らかにした貴重なドキュメント。

コリン・ディッキー『ゴーストランド幽霊のいるアメリカ史』（仮）（熊井

ひろ美訳）

アメリカ各地に残る幽霊話は、この国が忘れようとしてきた過去、見捨てら

れた存在を闇の中から呼び起こす。先住民、魔女狩り、奴隷制度、銃と暴力、

人種差別、女性虐待、精神病患者、社会の落伍者一幽霊たちがかきたてる恐

‘怖の背後には、アメリカという国が抱える根源的な不安がひそんでいる。全米

の有名な幽霊スポットを興味深いエピソードをまじえて紹介しながら、「幽霊

の国アメリカ」の深層を描いて話題を呼んだノンフィクション。
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